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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、クライアントが効果を実感できるためにはセラピストはどのように
聴けばによいのかを解明することである。(1)傾聴概念の再考：臨床心理面接コーパスを構築・活用すること
で、感情推移観測システムによるカウンセリングの傾聴評価、傾聴概念の把握、臨床学習への応用をはかった。
さらに、マイクロカウンセリングとの対応や傾聴評価者による評定の特徴を見いだした。(2)傾聴教育プログラ
ムの開発：(1)に基づいて、カウンセリングの学習者や現場実践者が役立てることのできる、傾聴にまつわる知
識をテキストを通じて提供した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify how a therapist should be able to
 listen to a client in order to realize an effect. (1) Reconsideration of the concept of Active 
Listening: By constructing and utilizing the clinical psychology interview corpus, we evaluated 
active listening counseling by EMO system[EMOtional MOvement Observation system], grasped the 
concept of active listening, and applied it to clinical learning. Furthermore, we have found 
correspondence with micro counseling and characteristics of rating for each person who evaluates 
active listening. (2) Development of Active Listening Education Program: Based on (1), we provided 
knowledge on active listening, which learners of counseling and practitioners can use, was provided 
through texts.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 傾聴　臨床心理面接　臨床心理学　音声聴覚　情報科学　認知科学　マイクロカウンセリング　感情推
移観測システム(EMO system)
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様 式 Ｃ－１９,Ｆ－１９－１,Ｚ－１９,ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 カウンセリングでは,セラピスト(Th)が聴
いているつもりでも,クライアント(Cl)はそ
う思えなかったり,聴いてくれていると思え
ても聴いているだけでなにも変わらないと
不満に思ったりすることがある.このような
Th の傾聴と Cl の感情状態とのあいだで「ズ
レ」はいかに生じ,解消しうるのか？果たし
てなにが達成されれば傾聴が真に成立した
かが明らかではないという問題が指摘され
ており,傾聴概念の見直しやその養成は,心
理臨床家教育上急務の課題となっている. 
２．研究の目的 
 Cl が効果を実感できる聴き方を支援する
ことを目的に,(1)傾聴概念の再考と(2)傾聴
教育プログラムの開発に取り組む.(1)では
発話・身振り・口振りと感情の評価値に関す
る定量的な観測データをもとに,質問技法や
受容的な言葉がけが,どのように傾聴概念を
構成するか,(2)では傾聴にまつわる「ズレ」
を解消しながら「聴く」ために,Th が効果的
に運用しうる知識を実践的に明らかにする. 
３．研究の方法 
 Cl が効果を実感できる聴き方を支援する
ことを目標として,(1)傾聴概念の再考と(2)
傾聴教育プログラムの開発の2課題について,
研究期間の全ての年度で取り組む. 
(1)傾聴概念の再考：質問技法や受容的な言
葉がけの特徴を,発話・身振り・口振りと感
情の評価値に関する定量的な観測データを
もとに明らかにするため,カウンセリングに
おける対話データの整備をはかりつつ,これ
まで収集済みの対話データならびに新たに
収集する対話データのマルチモーダルな分
析による知識発見をすすめる.■カウンセリ
ングにおける対話データの整備…花田が所
属研究機関(平成 26年 9月に京都教育大学か
ら東京女子大学に転出)で実施.参加者は臨
床心理学コースの大学院生.学習者は Cl 役
と Th 役を担当,より実践的な体験学習のた
め,予め用意された模擬事例ではなく,Cl 役
は提示可能な実際の問題を訴え,Th 役が対応.
学習者のカウンセリングの様子を音声,動画,
うなずきをとらえる加速度データとして同
時計測,対話データを収録.学習者はデータ
を視聴し,実践への示唆を得(これまで,学習
者からは,これらの計測系が自然な対話を妨
げないと評価を得ている),知識獲得のため
のより精緻な検討を以下のようにすすめる.
■対話データのマルチモーダルな分析によ
る知識発見…発話・身振り・口振りと感情評
価値の関連性分析(入野・古山).1)感情状態
の評価：整備した対話データについて,当該
データの Th,Cl が動画データに基づいて,感
情 推 移 観 測 シ ス テ ム ( 以 下 EMO 
system[EMOtional MOvement Observation 
system])で感情評価値を連続的に入力.2)感
情状態変化の共通性の分析他：Th,Cl 間で共
通に感情評価値が変化する場面及びTh,Cl間
で異なって感情評価値が変化する場面につ

いて,定性的に何が起こっているかを調べる
(この食い違う部分こそが傾聴にまつわる
「ズレ」).さらに,線形回帰モデル等の統計
手法により,物理量である,音声や頭部加速
度の基本周波数やパワーから感情評価値が
説明できるかを分析.上記について,カウン
セリングへの影響や成否の点から解釈(花
田)・知識化(井上).(2)傾聴教育プログラム
の開発：傾聴にまつわる「ズレ」を解消しな
がら「聴く」上で,Th が効果的に運用しうる
知識を明らかにするため,(1)で見いだされ
た知識の学習者への還元と効果の検証を行
う.■学習者への知識の還元と効果の検証…
得られた知識を学習者に還元したときに,学
習者のカウンセリング技術に与える効果を,
花田が半構造化面接,評価シート等で確認.
加えて,知識還元前後でのカウンセリングの
差異が,対話のどのような特徴量に反映され
ているかを入野,古山,井上の方法で評価.こ
の学習者と研究者のプロセスの反復により,
学習者に有用な知識の精練をすすめ,傾聴学
習のために参照可能な資料(学習者用傾聴対
話コーパス)として体系化.上記の(1)と(2)
のプロセスを繰り返すことで,カウンセリン
グの技術向上を目指す学習者に資する知識
のさらなる集積と提供をすすめる. 
４．研究成果 
 上記各研究項目に関して,以下のような成
果を得た.なお,研究開始年度途中に研究代
表者が転出し,研究実施場所の変更,研究体
制の再構築等の必要があった.計画の遅延を
最小限に抑えられるよう努力したが,なお生
じた遅延による計画の変更や,目的をより精
緻に達成するため,補助事業期間を延長した
(平成 26 年度～28 年度を～29 年度に変更). 
(1) 傾聴概念の再考 
■カウンセリングにおける対話データの整
備…44 件の臨床心理面接を対話データとし
て整備.アノテーションの内容を次に示す. 
(a)発話内容：44 件のデータすべてについて,
発話内容の書き起こしが完了.44データ中41
件のデータがアノテーションソフト ELAN に
入力済みであり,利用可能.また,書き起こし
に従事した作業者とは別の作業者がチェッ
ク作業を開始. 
(b)マイクロカウンセリング(以下 MC)ラベ
ル：評価者 Aが 20 件,評価者 Bが 1件のデー
タについて,発話の区切りごとに,以下の技
法が使われているか否かをラベル付与. 
・視線,身体言語,声の調子,言語的追跡の有
無 
・閉ざされた質問,開かれた質問,はげまし
（うながし）,いいかえ,感情の反映,要約,意
味の反映の有無 
(c)傾聴度合いの連続評価：EMO 評価を 3名の
評価者が実施.評価者 Aが 44件を評価.また,
評価者 Aについては同データを 2回評価する
ことにより,1回目の評価と2回目の評価を比
較することで,個人内での評価のぶれの程度
を確認.評価者 B が 19 件,評価者 C が 9 件の



データについて評価.そのうち評価者 2 名は
EMO 評価が大きく変動した時点(変化点)につ
いて臨床的に考察し注釈を付与. 
(d)コンプリメント(褒める行為)：評価者 2
名が 9 件のデータについて,発話の区切りご
とに,以下の技法の有無をラベル付与. 
・コンプリメントを含む賞賛 
・コンプリメントを含まない賞賛 
・リソースへの言及（引用,いいかえ） 
 以上整備した 44 対話からなるカウンセリ
ングにおける対話データは,大規模かつ複数
の Th及び Clによる多種多様な事例を含むも
のである.これは臨床心理面接コーパスとし
て類する臨床研究プロジェクトや臨床心理
学を学ぶ大学院生の体験的な面接実習にお
いて利用価値が高い.コーパス作成にあたっ
ては，Cl の大学院生はいずれも臨床心理学の
実習の一環として参加を希望し,自身が記録
されたビデオ映像・音声・身体動作データを，
記録提供・公開することへの同意を得た． 
■対話データのマルチモーダルな分析によ
る知識発見…主に以下の3つの観点による分
析から知識発見を行った.1.EMO system を用
いることによって，カウンセリングの傾聴評
価ができるのか，セラピストの傾聴概念がい
かに把握されうるのか，振り返りの際の気づ
きや学習に役立ちうるのか，について探索的
に検討の上〔学会発表 4〕,2.EMO system に
よって付与した傾聴評価と，MC で付与したタ
グとの対応について考察〔学会発表 3〕,さら
に 3.傾聴評価者の専門家と非専門家の違い
が変化点に与える影響を確認した〔学会発表
3〕.以下詳述する. 
1.〔学会発表 4〕 
方法：対象…計 2対話．Clは臨床心理士養成
大学院に所属する 20 代女子大学院生 2 名．
それぞれの Cl に対して心理臨床歴 5 年の 30
代男性臨床心理士と心理臨床歴 10年の 30代
女性臨床心理士の 2 名が Th を担当．材料…
面接の対話状況を損なわない程度に，話題を
統制するための題材として，カール・ロジャ
ーズによる「Miss Mun」の内容を一部用いた．
手続き…データ作成；Cl は面接中 Miss Mun
として面接に参加．データ収録；Th 役と Cl
役の音声・ビデオ・頭部加速度を同時計測． 
評価：EMO system を用いて，収録されたビデ
オに対して，第三者が「傾聴」度合いを実時
間で連続入力して記録．評価者は，収録され
た面接に無関係な第三者の 30 代男性及び 30
代女性の臨床心理士 2名であり，どちらも心
理臨床歴 5年．まず，面接ビデオを見ながら
上記の傾聴度合いを実時間で入力．評価終了
後，その結果得られた EMO による傾聴評価値
を時間の関数としてプロットし，その図面を
見て，傾聴評価値が上昇(↑)及び下降(↓)し
た部分に着目させ，再度ビデオを見ながらそ
の評価値を与えた理由を注釈として付与．  
結果：心理臨床歴 5 年の 30 代男性臨床心理
士による面接(事例 1)と心理臨床歴 10 年の
30代女性臨床心理士による面接(事例2)の分

析から得られたEMO評価値とその上昇下降に
対する注釈について，面接内容から解釈した． 
考察：EMO system の面接への活用…事例 1は
事例 2よりも評価値が低く，また評価値の分
散が大きい(上下の変動が著しい)．これより，
初心の Th にしばしばみられる面接の効果や
安定が保たれにくいことがあるといった特
徴が，傾聴を軸とした評価の点からも一致し
た傾向として認められた．EMO 評価値と注釈
との関連…本研究で評価者は EMO system 評
価値の上昇下降部分のすべてに対して注釈
を付与したわけではない．これは評価者が注
釈付与の時点で EMO system の評価を上下さ
せた理由をすべては思い出せない，あるいは
説明できなかったからである．これには 2つ
の可能性がありうる．一つは，EMO system に
よる評価が，「その場ごとに判断することが
求められ，深く考えることができないことも
含め，実際の対話場面での判断に近い可能
性」である．本研究でも，評価者は実際の面
接場面での判断に近いかたちで，面接におけ
る傾聴度合いを評価したと考えられる．この
場合，その時々に感覚的に行った評価に対し
て，後でその理由を再度意識化して注釈する
ことは困難であろう．もう一つは，評価者が
意図しない評価が入力されている可能性で
ある．EMO system では，ビデオと同期して評
価値が連続量で収集できるが，評価値はビデ
オが再生されていれば評価者が評価を与え
なくても一定の値が入力される．本研究で得
られた評価値は面接内容について評価され
たものであることを前提としているが，ビデ
オ再生のみによる，評価者の評価を反映して
いない値も生じうることに留意しておくべ
きだろう．以上より，EMO system による面接
評価には，(1)面接進行中の事象に対してそ
の都度浮かんでは消えていくが面接の効果
において重要となる評価を捉えている可能
性，(2)評価者による面接の評価と得られる
評価値が必ずしも対応していない可能性，が
ある．EMO 評価値による傾聴概念の把握…本
研究では評価者 2名による EMO評価値を得た
が，同一面接に対して評価しながら，事例ご
とに評価者間で評価の仕方が異なっている．
それぞれの評価値の変動をみると，傾聴につ
いて，評価者 RN は流れや状態として捉えて
いるのに対して，評価者 YO は瞬間的ないし
は作用的なものとして捉えている．この傾聴
概念のズレは，本研究の教示方法によるもの
と考えられる．本研究では，傾聴学習支援の
開発を目的とし，傾聴概念が EMO system 上
で評価としてどのように示されるについて
洗い出しを行った．そのため，傾聴概念を実
験的に統制して評価をしてもらうのではな
くむしろ評価者においてこれまでの教育や
臨床の経験のなかで蓄積されている傾聴概
念の日常的な理解に基づいて評価をしても
らい，それを浮き彫りにするねらいがあった．
このことから，評価者は面接ビデオを見なが
ら評価軸を用いて傾聴度合いを評価するよ



うに教示され，傾聴の定義は与えられなかっ
た．それぞれが有している傾聴の定義に従っ
て評価を行った結果，評定者間の傾聴概念の
ズレが EMO system に反映されたと考えられ
る．このような理解のズレが明らかになると
いう意味でも，評価を時系列データとして定
量化しつつ，定性的な分析と併せて総合的に
理解していくことで，傾聴の理解が深まる． 
結論：本研究は各条件 1対話による比較であ
り，今後臨床心理面接コーパスから同様のデ
ータを抽出・分析を行い，さらに検証をすす
める必要がある．一方で，本結果は基礎デー
タを提供し，心理臨床家教育における傾聴学
習支援に向けた課題と展望が示唆された．ま
ず，心理療法における諸技法の運用評価とし
ての活用である．これまで心理臨床家教育に
取り入れられている主要な方法の一つとし
て，MC では，心理療法のコミュニケーション
の形を可視化しそれぞれ技法を命名してい
る．傾聴についても，関連の諸技法を習得し
自分のスタイルで適宜構造化し連鎖的に用
いれば成立するという．MCは効果的な面接の
構成要素を教える一方で，学習者は自身でそ
れらの運用をはかっていく必要がある．この
とき要素の組み合わせ方やそれを面接場面
のいつどこで用いるかといった運用が適切
でなければ，面接全体の様相も損なわれてく
る．これまでにも面接の印象を数値的に評定
する試みは存在していたが，トランスクリプ
トをもとに特定の発言にスコアを割り当て
る等，連続的な変化は捉えられていなかった．
本研究で用いた EMO system は，こうした要
素を構造化したり連鎖的に用いたりする際
に，その集合の全体としての面接の印象や雰
囲気から，結果的に Cl にもたらす感情の成
否を評価する傾聴学習支援として役立つ．次
に，評価すること自体が評価者にもたらす学
習効果である．傾聴概念は評定者間で異なり，
それは EMO 評価値によって把握されうる．本
研究では傾聴を評価軸としたが，たとえば受
容や共感等の臨床心理学の重要諸概念は，意
味するところが深遠で評価者によって異な
る．このような概念の評価について様々な立
場の評価者間の一致や不一致，変化の方向性
の相違を議論し，そのことへの自覚を促すこ
とは，面接の基盤的な理解や実践の幅を広げ
ることとなる．その際，評価の変化点につい
て，音声の書き起こしに際して使用している
ELAN 上のアノテーション機能により，そこで
の発話に付随する身振りや口振り等の検討
や，時系列データの周期性分析等によってよ
り精緻な議論が可能となる．このように評価
すること自体が傾聴をはじめとする面接の
基礎を学ぶ機会として学習支援となりうる． 
2.〔学会発表 3〕 
方法：対象…計 3対話．Clは臨床心理士養成
大学院に所属する 20 代女子大学院生 3 名．
それぞれの Cl に対して心理臨床歴 5 年の 30
代男性臨床心理士と心理臨床歴 10年の 30代
女性臨床心理士の 2 名が Th を担当．材料及

び手続き…〔学会発表 1〕同様．分析…感情
推移観測システム(EMO system)による傾聴評
価；評価者は，収録された面接に無関係な心
理臨床歴 5年の 30 代男性の臨床心理士.〔学
会発表 1〕における EMO system による傾聴評
価では評価値を与えた理由を A,B,C…の通し
記号を割り当てた注釈として付与した．一方，
この A,B,C…の注釈は，評価者が図面上の評
価値の上昇(↑)及び下降(↓)の見た目から
付与しているので該当する面接中の発話箇
所を特定することができない．そこで本研究
では〔学会発表 1〕で付与した A,B,C…の注
釈がどの発話に該当するのか，MC のタグとど
のように対応するのかについて特定した上
で，そこに付与された注釈を新たに A’,B’,C’
…として記載した．MCのタグ付け；EMO system
による傾聴評価とは独立して，評価者は MC
によるタグ付けを行った．本研究ではこのう
ち傾聴技法を発話へのタグとする．傾聴技法
は，かかわり行動(視線，言語(的)追跡，身
体言語，声の質／調子)とかかわり技法(閉ざ
された質問，開かれた質問，はげまし／うな
がし，いいかえ，要約，感情の反映，意味の
反映)から成る．本分析では両者の総数を扱
い，種類の区別は行わない．音声の書き起こ
しに際して使用している ELAN 上のアノテー
ション機能によって，書き起こしと発話の開
始／終了時間が載ったExcelファイルを作成，
各発話について MC のタグにあてはまるもの
にチェックし，〔学会発表 1〕で作成した注釈
A,B,C…に該当する発話を特定し A’,B’,C’
…として EMO 評価注釈に記載した．  
結果：事例 A,事例 B,事例 C の該当発話箇所
に付与された注釈とEMO評価値ならびにそこ
での MC のタグ総数をプロットした． 
考察：EMO 評価値と MC のタグ付けとの量的関
連…注釈が付与された発話における MC のタ
グ総数は，「(Miss Mun の冒頭の発言)」をの
ぞき，事例全体の平均値より大きい値を示し
た．値が突出しているところに注釈が付与さ
れている一方，EMO 評価値は上昇(↑)下降
(↓)の方向性を持つが，この方向性と MC の
タグ総数は関係しない．評価値が上昇／下降
すれば MC のタグ総数が増える／減るといっ
たことはなかった．MC のタグ総数は傾聴度合
いの上昇／下降については説明しないが，傾
聴度合いの変化点を捉えている可能性があ
る．EMO 評価値と MC のタグ付けとの質的関連
…MCのタグとEMO評価値が一致しない箇所が
ある．たとえば事例 Aの注釈 D’の発話は「は
げまし／うながし」のタグが付与されている
にもかかわらずEMO評価値が下降しているが，
その発話のみに注目するのではなく，EMO 評
価値によって描出される全体の流れをふま
える必要がある．ここで EMO 評価値は下降し
ているものの，正の値(傾聴している)は保た
れている．このことからここでの下降は，そ
こまでのEMO評価値が特に高いことから相対
的に低くなっているためとみなせる．EMO 評
価値と MC のタグ付けは発話単位で一致する



場合と，ズレが生じた際は全体をふまえた上
でそのズレが解釈可能となる場合がある． 
結論：本研究は 3対話による検討であり，今
後臨床心理面接コーパスから同様のデータ
を抽出・分析を行い，さらに検証をすすめる
必要がある．一方で，EMO 評価値と MC のタグ
付けが傾聴評価のための異なる視点を提供
しうる可能性が示唆された．EMO 評価値は面
接における傾聴の流動的なありよう表現す
る．面接の効果は EMO 評価値が一定して高い
ことによってではなく，傾聴の差異により経
験される．その変化は MC 技法の使用の多寡
によって引き起こされる．このことが面接全
体にリズムといったものを与えているなら，
面接が退屈したり，躍動したりすることのき
っかけとなっていると考えられる．こうした
面接の内容というより形式に関わる技術は，
面接の印象や雰囲気といったものとして Th
の熟練や経験に拠るところが大きかった．本
結果は心理臨床家教育における傾聴学習支
援の観点から，面接全体の様相に関わる基礎
データを提供し，成果と課題を展望した． 
3.〔学会発表 1〕 
実験設定：臨床心理面接コーパス…〔学会発
表 1〕及び〔学会発表 2〕同様.実験刺激とな
る面接映像…臨床心理面接コーパスから，
「Miss Mun」の内容を元に模擬面接を行った
9 対話のうちランダムに一つを選出し実験に
使用．Cl は臨床心理士養成大学院に所属する
20 代女子大学院生 1 名．心理臨床歴 5 年の
30 代男性臨床心理士が Th を担当．傾聴度評
価…〔学会発表 1〕及び〔学会発表 2〕同様.
評価者は，異なる臨床経験（5 年，10 年，5
年）を持つ 3名の臨床心理士（RN，RH，YO）．
各臨床心理士評価者のEMO評価時系列データ
から評定の傾向が違っていた.そのため評定
を平均化するのではなく，特定の評定者を基
準として分析を行うことと，3 人のアノテー
タの時系列の生データから何らかの共通点
／相違点を抽出することが必要となる．ここ
では，傾聴評価値の変動が，対話の転換点等
重要な質的変化と関連性があると仮定して，
その変化点に着目した．変化点自動検出…変
動の解像度が事前には明確でない時系列デ
ータからの変化点検出のために，多重解像度
分析によって大局的な評価変動を取った．実
験の目的と対象設定…臨床心理士がつけた
傾聴評価時系列データから自動抽出された
変動の方向を，初学者がどのように判断する
かを調べることが，今回の実験の目的である．
また，この際，第三者の EMO 時系列データ作
成者が，なぜそのように評価を変動させたの
かの情報とも対比して検討したい．そこで，
今回はその理由の記述が得られた RN の変化
点に関して実験を行うことにした．実験方法
…首都圏の女子大学心理系学科における臨
床心理の授業の一環として，学部 2 年生 73
名(以下，初学者)を対象に実験を行なった．
教室前方のスクリーンに，今回分析した動画
を再生し，質問紙を用いて変化点番号 1〜11

の箇所で，上昇「↑」か下降「↓」で傾聴の
変化方向の評定を求めた．この際，変化点時
刻より 30 秒後ろまで再生したところで一時
停止を行ない，評定時間を確保した．変化点
番号と時刻が記されており，その次に評定の
選択肢が用意されている．上昇の場合は「↑」，
下降の場合は「↓」に○をつけて評定する． 
結果：臨床心理士と初学者の評定の比較を行
い，初学者の評定結果をクラスタ分析によっ
て分類，デンドログラムを表示し，類似変動
があるかどうか対比．臨床心理士と初学者の
評定の比較…初学者による評定について，全
体的に比較的上昇を選ぶ傾向にあること，前
半部分で下降を選ぶ割合が比較的高いこと
が分かった．臨床心理士が評定した変化の方
向と，初学者の過半数の評定結果の一致率が
高いものはいずれも上昇であり，低いものは
いずれも下降であった．初学者のクラスタリ
ング結果…初学者 73名の全 11問の評定をグ
ループ間平均連結法によりクラスタリング
し，おおよそどのような評定のパターンが見
られるか検証し，さらに臨床心理士の評定が
どれに類似するか比較する．SPSS でデンドロ
グラムを作成し，2 つのクラスタを得た．第
1クラスタは 64 名，第 2クラスタは 9名の初
学者が含まれた．臨床心理士の結果は第 1ク
ラスタに近く，一致する設問がより多い．臨
床心理士同士での相違…RN の変化点は，第 1
クラスタのパターンと比較的類似していた．
初学者のほとんどが第1クラスタに含まれて
いたことからも(73 名中 64 名)，このパター
ンは本面接の傾聴評価としておおまかな特
徴のひとつを捉えているものと考えられる．
一方一定のところから大きく変動するとい
う点では RNと共通する場合が多い RHについ
ては，本実験では扱っていないために初学者
との比較はただちにできないが，RN の変化点
とおおよそ同位置の RN1-RH1, RN10-RH11 で
は，評定結果は真逆になっている．つまり，
第 2クラスタは RNとは反対の評定であるが，
RH とは傾向が一致する．このように専門家間
でも評価はばらついている．質的な理由の一
つは，面接を行なった Th との心理的距離も
あるかもしれない．RH は指導的な立場にいた
者で，RN は一度も直接会ったことがない者で
ある．RH は Th の言動に対し，より積極的に
「このようにすれば良いのに…」という内的
な評価が働いた可能性がある．面接終盤 RN
は RN11 以降フラットに評定しているが，RH
は所々下降させている．傾聴に関して理論的，
技法的側面では一定の評価軸を持っている
と想定される臨床心理士においても内的な
影響を受ければ実際の評定はぶれてくる． 
本研究の成果と課題：臨床心理面接における
傾聴度変化の評価の臨床心理士と初学者の
比較のため，従来に無い新しい手法を開発し
た．実験の結果，2 つの初学者の評定パター
ンが得られ，そのうち一方は臨床心理士との
類似点が示された．本結果は一人の臨床心理
士による評定との差異を検討したものであ



り，他の臨床心理士も同様ではない．このよ
うに，傾聴評価の場合でも単純ではなく，予
測等の社会的信号処理を行う場合も，表層的
ないわゆる信号だけではなく，内的な状態を
定式化することは必須であろう．そのため今
後，基準となる評価者を複数人設定した比較
検討が必要である．感情評価は主観的であり，
社会的信号処理をする際，参照する知識体系
が異なる．本研究が示すように，臨床心理面
接の熟練のみが評価を一義的に規定するも
のではなく，それは正解を定めにくいという
ことである．感情評価の観点からエージェン
トを検討するにあたっては(例：傾聴対話エ
ージェント等)，振る舞いの個人差を考慮の
上ですすめていく必要がある． 
(2) 傾聴教育プログラムの開発 
■学習者への知識の還元と効果の検証…学
習者ならびに現場実践者対象とした〔雑誌論
文〕や〔図書〕において,(1)の内容をときほ
ぐして還元し,その効果を確認している. 
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